第三者意見照会（第三者意見書提出機会通知書）について
■　第三者意見照会について

　大阪府情報公開条例では、公開請求に係る行政文書に記録されている情報が、国等を除く第三者のものであるときは、非公開事由に該当するか否かが客観的に明白であるときを除き、意見を聞くことができるとされています。

■　第三者意見照会をする場合の相手方への説明内容

○　第三者意見照会とは
　・大阪府の情報公開制度に基づき、ある請求者から大阪府が管理している文書の公開請求がありました（どなたが請求されたかは、請求者の個人情報保護等の点からお教えできません。）。

　・このたび、請求対象となった文書の中に、あなたに関する情報（府へ提出した書類など）が含まれていましたので、ご意見をお聞きするものです。

○　あなたのご意見の効力について

・公開を予定している文書について、公開に反対しないか、反対するかご回答をいただき、公開に反対する場合はその部分、理由などのご意見をお伺いします。
・大阪府では、あなたのご意見も参考に、情報公開条例に基づき、公開･非公開の判断を行います（情報公開制度の運用上、必ずしもあなたのご意見どおりの決定を行えない場合があります。ただし、個人情報については、原則非公開とし、法人の利益を害する情報については非公開にできる場合があります。）。
　「公開に反対しない。」方は、これ以降、確認していただく必要はありません。

○　公開を望まない場合の法的手続きについて

　・大阪府から請求者及びあなたに公開決定に係る通知書をお送りします。
　・この通知書には、請求対象となっている文書の「公開するあなたの情報」、「公開決定をした理由」、「公開を実施する日」（文書送付から概ね2週間後）を記載しています。
　・もし、公開に反対される場合は、「公開を実施する日」までに、執行停止申立て及び異議申立て又は取消しの訴えを提起してください（詳しくは、担当室･課（所）等にお問合せください。）。

　・「公開を実施する日」までに連絡がなければ、請求者に文書を公開いたしますので、あなたの法的な救済手続きが認められない場合があります。
※２








